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（
質
問
の 

一
八
） 

答

弁

第

一

八

号 

   

衆
議
院
議
員
村
上
弘
君
外
一
名
提
出
大
阪
国
際
空
港
周
辺
整
備
事
業
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を

送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
七
七
第
一
八
号 

昭
和
五
十
一
年
六
月
十
八
日 

衆

議

院

議

長 
前 
尾 
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内
閣
総
理
大
臣 

三 

木 

武 
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一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
村
上
弘
君
外
一
名
提
出
大
阪
国
際
空
港
周
辺
整
備
事
業
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答 

弁
書 

一
に
つ
い
て 

① 

移
転
補
償
及
び
民
家
防
音
工
事
に
つ
い
て
は
、
「
航
空
機
騒
音
に
係
る
環
境
基
準
」
（
昭
和
四
十
八
年
環
境

庁
告
示
第
百
五
十
四
号
）
の
達
成
を
目
標
と
し
つ
つ
、
当
面
現
行
指
定
区
域
内
の
民
家
を
対
象
と
し
て
事
業

を
実
施
し
て
お
り
、
昭
和
五
十
年
度
ま
で
の
実
績
は
、
移
転
補
償
三
百
八
戸
、
民
家
防
音
工
事
四
千
二
百
八

十
七
世
帯
で
あ
る
。 

② 

代
替
地
造
成
事
業
に
つ
い
て
は
、
移
転
補
償
と
密
接
な
関
連
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
対
応
し
得
る
よ
う
実

施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
昭
和
五
十
年
度
ま
で
の
実
績
で
は
五
百
九
区
画
、
十
一
万
六
千
七
百
七
十
五
平

方
メ
ー
ト
ル
を
取
得
し
て
い
る
。 



二
に
つ
い
て 

④ 

現
在
、
大
阪
国
際
空
港
周
辺
に
お
け
る
環
境
対
策
事
業
を
も
そ
の
内
容
に
含
ん
で
い
る
第
三
次
空
港
整
備

五
か
年
計
画
を
閣
議
決
定
す
る
よ
う
検
討
中
で
あ
る
が
、
各
年
度
の
事
業
量
等
に
つ
い
て
は
、
同
計
画
に
よ

る
全
体
事
業
量
の
達
成
を
目
標
と
し
つ
つ
、
当
該
各
年
度
の
予
算
に
お
い
て
決
定
す
る
こ
と
と
な
る
。 

③ 
緑
地
帯
整
備
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
一
年
度
よ
り
発
足
を
予
定
し
て
い
る
も
の
で
実
績
が
な
く
、
ま 

た
、
再
開
発
事
業
に
つ
い
て
も
、
再
開
発
用
地
の
処
分
計
画
の
検
討
に
日
時
を
要
す
る
こ
と
等
に
よ
り
特
に

実
績
と
い
え
る
ほ
ど
の
も
の
は
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
事
業
の
達
成
予
定
年
度
に
つ
い
て
は
、
事
業
の
性

格
上
、
関
係
地
方
公
共
団
体
の
協
力
の
程
度
等
に
よ
つ
て
か
な
り
影
響
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
明
確
に

定
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

共
同
住
宅
建
設
促
進
事
業
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
年
度
既
成
住
宅
の
買
取
り
に
よ
り
約
四
億
円
の
予
算
を

執
行
済
み
で
あ
り
、
四
十
世
帯
分
を
用
意
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後
と
も
事
業
の
進
ち
よ
く
を
図
る 

四 

 



三
に
つ
い
て 

な
お
、
昭
和
五
十
一
年
度
に
つ
い
て
は
、
約
一
億
円
の
事
業
費
を
計
上
し
て
い
る
が
、
具
体
的
内
容
に
つ
い

て
は
検
討
中
で
あ
る
。 

こ
と
と
し
た
い
。 

①
及
び
② 

航
空
機
騒
音
に
よ
る
障
害
の
主
体
と
な
つ
て
い
る
も
の
は
、
日
常
会
話
の
中
断
、
テ
レ
ビ
視
聴
及

び
電
話
聴
取
の
妨
害
、
家
庭
団
ら
ん
の
妨
害
等
の
生
活
妨
害
で
あ
つ
て
、
そ
れ
ら
の
生
活
活
動
は
、
通
常
、

日
常
生
活
の
中
心
で
あ
る
居
間
で
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
現
行
制
度
で
あ
る
一
室
防
音
（
五
人
以
上

の
世
帯
に
つ
い
て
は
二
室
）
に
よ
つ
て
、
障
害
の
大
部
分
は
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。 

な
お
、
新
幹
線
沿
線
の
防
音
工
事
に
つ
い
て
は
、
新
幹
線
の
運
行
時
間
が
通
常
人
の
生
活
時
間
帯
か
ら
み

た
場
合
、
睡
眠
時
間
帯
と
重
複
す
る
こ
と
も
あ
り
、
主
に
昼
間
の
生
活
妨
害
を
主
体
と
す
る
航
空
機
騒
音
防

止
の
た
め
の
防
音
工
事
と
は
工
事
内
容
に
も
相
違
を
生
ず
る
も
の
で
あ
る
。 

五 

 



四
に
つ
い
て 

大
阪
国
際
空
港
周
辺
整
備
機
構
が
実
施
す
る
代
替
地
造
成
事
業
に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
公
共
部
分
の
土
地

購
入
費
及
び
造
成
費
の
二
分
の
一
を
空
港
整
備
特
別
会
計
か
ら
補
助
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
更
に
、
補
助
を

受
け
な
い
部
分
に
つ
い
て
も
、
同
特
別
会
計
及
び
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
無
利
子
融
資
や
財
政
投
融
資
の
導
入

の
措
置
に
よ
り
、
全
体
の
資
金
コ
ス
ト
は
か
な
り
低
く
な
つ
て
お
り
、
現
行
の
代
替
地
造
成
事
業
に
関
す
る
助

成
制
度
で
も
必
ず
し
も
不
十
分
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

な
お
、
代
替
地
の
分
譲
価
格
と
移
転
補
償
額
の
か
い
離
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
両
者
の
一
区
画
当
た
り
の

規
模
の
か
い
離
に
原
因
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
用
地
が
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
建
ぺ
い
率
の
規
制
の 

③ 
工
事
費
以
外
の
空
調
器
の
維
持
費
な
ど
の
関
連
費
用
は
、
公
共
用
飛
行
場
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
騒
音
に

よ
る
障
害
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
十
号
）
第
八
条
の
二
に
よ
る
助
成
の
措
置
の

対
象
と
は
な
つ
て
い
な
い
。 

六 

 



五
に
つ
い
て 

六
に
つ
い
て 

厳
し
い
地
域
内
に
あ
る
こ
と
も
あ
つ
て
、
移
転
前
と
同
規
模
の
住
宅
を
新
た
に
建
設
す
る
場
合
は
、
従
来
よ
り

も
広
い
敷
地
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
程
度
や
む
を
得
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

① 

原
因
者
を
航
空
企
業
と
考
え
る
か
空
港
設
置
者
と
考
え
る
か
は
別
と
し
て
、
現
在
、
再
開
発
事
業
も
含
め

大
阪
国
際
空
港
周
辺
整
備
機
構
の
行
う
事
業
の
資
金
構
成
は
、
総
事
業
費
か
ら
事
業
収
入
を
除
い
た
も
の
の 

② 

移
転
補
償
（
宅
地
買
取
り
）
価
格
の
算
定
に
当
た
つ
て
は
、
近
傍
類
地
の
取
引
価
格
を
基
準
と
し
、
土
地
の

価
格
形
成
上
の
諸
要
素
を
総
合
的
に
考
慮
し
て
お
り
、
現
に
行
わ
れ
て
い
る
補
償
価
格
が
実
態
に
即
さ
な
い

も
の
と
は
考
え
な
い
。 

① 

大
阪
国
際
空
港
の
周
辺
地
域
に
お
け
る
地
価
に
つ
い
て
は
、
諸
般
の
資
料
に
基
づ
き
検
討
し
た
と
こ
ろ
、

航
空
機
騒
音
の
影
響
に
よ
る
低
下
額
を
具
体
的
に
算
出
す
る
こ
と
は
困
難
な
実
情
で
あ
る
。 七 

 



七
に
つ
い
て 

① 

現
行
の
大
阪
国
際
空
港
周
辺
整
備
計
画
は
、
そ
の
策
定
主
体
が
関
係
都
道
府
県
知
事
で
あ
る
の
で
、
関
係

住
民
の
意
向
は
反
映
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
て
お
り
、
基
本
的
に
は
そ
の
判
断
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
べ
き
も
の
と 

③ 

「
再
開
発
」
区
域
内
に
お
け
る
自
治
体
に
よ
る
公
共
事
業
に
対
す
る
助
成
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
そ
の
す

べ
て
が
航
空
機
騒
音
対
策
と
関
連
の
あ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
等
問
題
点
が
多
く
、
更
に
検
討
す
べ
き
も
の

と
考
え
る
。 

② 

御
指
摘
の
点
に
つ
い
て
は
、
関
係
地
方
公
共
団
体
と
も
協
議
、
調
整
し
つ
つ
、
空
港
周
辺
整
備
計
画
に
従

つ
て
効
率
的
に
跡
地
利
用
を
進
め
る
よ
う
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。 

う
ち
、
約
二
割
に
つ
い
て
大
阪
国
際
空
港
周
辺
整
備
機
構
が
債
券
を
発
行
し
て
自
ら
調
達
す
る
こ
と
に
な
つ

て
い
る
が
、
そ
の
他
の
大
部
分
は
、
空
港
整
備
特
別
会
計
の
無
利
子
融
資
や
財
政
投
融
資
で
あ
り
、
国
の
責

任
に
お
い
て
供
給
さ
れ
て
い
る
。 

八 

 



④ 

代
替
地
造
成
事
業
、
再
開
発
事
業
等
に
つ
い
て
は
、
大
半
の
資
金
が
国
の
責
任
に
お
い
て
供
給
さ
れ
て
お

り
、
特
に
事
業
遂
行
上
住
民
に
大
き
な
負
担
を
強
い
る
と
い
つ
た
性
格
の
も
の
と
は
考
え
て
い
な
い
。 

③ 

移
転
跡
地
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
防
犯
上
、
衛
生
上
の
問
題
が
生
ず
る
こ
と
の
な
い
よ
う
雑
草

駆
除
等
を
行
つ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
更
に
今
後
と
も
実
情
を
は
握
の
上
、
配
慮
し
て
ま
い
り
た
い
。

移
転
跡
地
の
住
民
へ
の
開
放
に
つ
い
て
は
、
当
該
跡
地
の
利
用
を
含
め
、
関
係
地
方
公
共
団
体
の
意
向
も
徴

し
つ
つ
、
全
体
的
な
周
辺
整
備
事
業
の
将
来
計
画
の
一
環
と
し
て
検
討
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。 

② 

移
転
は
、
あ
く
ま
で
も
任
意
で
あ
る
た
め
、
今
後
の
地
域
社
会
の
様
相
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
く
、

し
た
が
つ
て
、
商
店
の
転
廃
業
や
そ
れ
に
伴
う
住
民
の
生
活
上
の
不
便
と
い
つ
た
問
題
が
ど
の
程
度
具
体
化

す
る
の
か
、
ま
た
、
移
転
が
進
行
中
の
過
渡
的
な
現
象
で
あ
る
の
か
否
か
と
い
つ
た
点
が
現
時
点
で
は
明
ら

か
で
は
な
い
。 

考
え
る
が
、
関
係
都
道
府
県
と
密
接
に
協
議
、
調
整
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。 

九 

 



 

一
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右
答
弁
す
る
。 




